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CLOMA 南部博美
2026/03/18 農水省・食品プラTF資料

CLOMA
企業連携が生み出す新たなイノベーション

プラ資源循環に向けた取り組み

発表 15分（質疑 5分）

本資料の二次利用、スクリーンショットの禁止

（CPs会員企業の皆様は、HP掲載のCPs総会資料を参照ください）

１）最近の政府、業界の動向
２）CPs実証事業の紹介
３）次年度に向けた方向性

資料２
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強い経済を作る。 責任ある積極財政の考え方の下、戦略的に財政出動を行う。
日本経済の供給構造を強化し、所得を増やし、消費マインドを改善し事業収益が上がり、税率を上げずとも税収を増加させることを目指す。

成長戦略の肝は、危機管理投資
リスクや社会課題に対して、先手を打って供給力を抜本的に強化するために、官民連携の戦略的投資を促進する。

各戦略分野の供給力強化策として、複数年度にわたる予算措置のコミットメントなど、投資の予見可能性向上につながる措置を検討する。
官公庁による調達や規制改革など新たな需要の創出や拡大策を取り入れた官民投資ロードマップを策定する。

出展：令和7年11月4日 日本成長戦略本部 | 総理の一日 | 首相官邸ホームページ

日本国内の動向

１）日本成長戦略会議

供給側
・MCC、CRJ、CFPの３社が、油化CRパイロット設備（計約５万t処理）にて本年度から商用運転開始
・再生材利用の定量目標もなく、リファイナリー集約も進む状況にて、大型油化CRへの本格的投資は困難
・供給力強化／経済安全保障の観点では、経産省・製造産業局・素材産業課のイニシアティブの重要

需要側
・自動車）グローバル大企業のみで、業界がコンパクト → 欧州ELV規制に対して、戦略的に動いている
・容器包装）国内中小企業も多く、複数の業界が関与 → 国内数値規制がないと、足並み揃いにくい

消費者
・価格高騰の状況を踏まえると、環境価値による価格アップには総論賛成、各論反対
・プラスチックの場合、商品（容器も含む）には機能や価値はあるが、再生プラという環境価値は見えない
・過渡期は価格インセンティブ×循環認証のセットでの施策が必要

2）プラスチック資源循環に関する業界動向

https://www.kantei.go.jp/jp/104/actions/202511/04seichyou.html
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食品分野
の追加時期

定量目標
の導入時期

制度見直し
のタイミング

論点

改正資源法の今後の方向性
2025/8/12 経産省

第12回・資源循環小委員会

制度の点検の方向性

農水TF

CPsの
活動が重要
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～2024 ～2030 ～2050
リニアエコノミー サーキュラーエコノミーJapanモデルTransition

社会システムの
イノベーション

インフラ・ルール・行動変容

30by30 戦略

❶CPs大都市圏モデル実証
❷30by30政策パッケージ

国の政策の実働部隊としてCPsの活動を推進

CLOMAの方針 Circular 30by30戦略
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サーキュラーパートナーズ CPs の体制

CE情報流通
PF構築 WG
（梅田座長）

地域循環モデル
構築WG

（野田座長）

国際連携・
標準化WG

（市川座長）

ビジョンロード
マップ検討WG
（細田座長）

CPs総会

モデル高度化
サブWG

領域別WG

地方都市大都市圏

CLOMA
中小地域

飲料PET
ボトルWG

プラ容器
包装WG

CLOMA

その他
・自動車
・家電
・建設
など

容器包装プラの循環モデル実証

ガバニングボード

CLOMA
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MRI新井さん
モデレーター

（CPs実証PM）

CLOMA
澤田会長

旭化成
小堀会長

京都技研
酒井先生

CLOMA
南部

澤田会長コメント
・CE推進するには直球と変化球の両方が必用
直球）CPsを中心に進めるの取り組みは重要
変化球）例えば推し活の様な取り組みも必要

3/2 CPs総会 パネルディスカッション 再生プラ事業の加速に必要な連携とは会場投影のみ
スクリーンショット禁止

CPs総会の当日アーカイブ動画及び説明資料を公開しました

https://www.cps.go.jp/article/a04Nn00000LCeGvIAL/cps%E7%B7%8F%E4%BC%9A%E3%81%AE%E5%BD%93%E6%97%A5%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%82%AB%E3%82%A4%E3%83%96%E5%8B%95%E7%94%BB%E5%8F%8A%E3%81%B3%E8%AA%AC%E6%98%8E%E8%B3%87%E6%96%99%E3%82%92%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F
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あるべき姿 食品容器包装にも利用可能な再生プラスチックの循環

排出/収集 選別/再生 再生材利用

“排出/収集の実態”と
“再生利用の実現性”を

分析/検証する

入口/出口の両面から
“手法の最適解”を捉える

“利用率目標”や“要求品質”
の具体需要を量/質観点で示す

プラ推進協（静脈）

CLOMA（動脈）

循環

2030年30％再生材利用CR早期実装／MR高品質化大都市圏 広域循環

◼国の資源循環戦略を具体化する実行部隊◼ CLOMA ／ プラ推進協 合同チーム

あるべき姿の具現化に向けて、CLOMAは大都市圏での実証を進める

CPsプラ容器包装WG 3/2CPs総会
CLOMA資料
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◼国の資源循環戦略を具体化する実行部隊◼ 人口密度が高く、オフィス・店舗・工場・家庭等から大量のプラスチックが廃棄される大都市圏（首都圏及びその周辺地域）を対象とする。
◼ オレフィン樹脂やPET樹脂についてケミカル/マテリアルリサイクルを実証し、首都圏全体での循環型サプライチェーンのモデル構築を目的とする。

①川崎市、大田区
②首都圏自治体

（家庭）

東洋製罐グループHD、
大日本印刷、カナオカHD

（工場等）

三菱ケミカル
日本ポリエチレン、日本ポリプロ

（ケミカルリサイクル施設）

ライオン、大丸松坂屋百貨店、
日本生活協同組合連合会

（オフィス・店舗等）

ケミカルリサイクル・ジャパン
※出光興産子会社

（ケミカルリサイクル施設）

華興

リファインバース
（選別施設）

① J&T環境／Jサー
     キュラーシステム
②エコスファクトリー

（選別施設）

首都圏環境美化センター
（選別施設）

（マテリアルリサイクル
＋AI選別施設）

リンテック
（リターナブルラベル）

b) オフィス・店舗等から排出される事業系プラスチックに含まれる オレフィン/PS樹脂のケミカルリサイクル

ｃ） 家庭から排出される容リプラに含まれる PETトレイ類のマテリアルリサイクル

a) 工場等から発生するプラスチックプラスチック循環資源（オレフィン樹脂）のケミカルリサイクル

事業系PCR
（オレフィン＋PS）

容リPCR
（飲料外PET）

産業系PIR
（オレフィン）

首都圏

３つの実証モデル

CPs実証事業 大都市圏での資源循環モデル 3/2CPs総会
CLOMA資料
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CPs実証事業 大都市圏での資源循環モデル

◼国の資源循環戦略を具体化する実行部隊◼ 人口密度が高く、オフィス・店舗・工場・家庭等から大量のプラスチックが廃棄される大都市圏（首都圏及びその周辺地域）を対象とする。
◼ オレフィン樹脂やPET樹脂についてケミカル/マテリアルリサイクルを実証し、首都圏全体での循環型サプライチェーンのモデル構築を目的とする。

①川崎市、大田区
②首都圏自治体

（家庭）

東洋製罐グループHD、
大日本印刷、カナオカHD

（工場等）

三菱ケミカル
日本ポリエチレン、日本ポリプロ

（ケミカルリサイクル施設）

ライオン、大丸松坂屋百貨店、
日本生活協同組合連合会

（オフィス・店舗等）

ケミカルリサイクル・ジャパン
※出光興産子会社

（ケミカルリサイクル施設）

華興

リファインバース
（選別施設）

① J&T環境／Jサー
     キュラーシステム
②エコスファクトリー

（選別施設）

首都圏環境美化センター
（選別施設）

（マテリアルリサイクル
＋AI選別施設）

リンテック
（リターナブルラベル）

b) オフィス・店舗等から排出される事業系プラスチックに含まれる オレフィン/PS樹脂のケミカルリサイクル

ｃ） 家庭から排出される容リプラに含まれる PETトレイ類のマテリアルリサイクル

a) 工場等から発生するプラスチックプラスチック循環資源（オレフィン樹脂）のケミカルリサイクル

事業系PCR
（オレフィン＋PS）

容リPCR
（飲料外PET）

産業系PIR
（オレフィン）

なぜ？

なぜ、オレフィン類はケミカルR？
→MRでは食品グレード困難
・HDPE、LDPE、PPなどの完全選別が不可
・多種添加剤の使用（後工程での除去困難）
・臭気や成分など化学物質が深く浸透

なぜ、PETトレイ類はマテリアルR？
→AI選別の活用で食品グレード可能
・PETは単一素材が多く、正確な選別が可能
・添加剤がほぼ使用されていない
・化学物質の浸透が浅く少ない（アルカリ除去可）
・飲料PET技術の転用が期待できる

なぜ、首都圏？
→ 必要なインフラが集積

・半径50㎞圏内に廃プラが集積（約30％）
・石油コンビナートなど製造業が集積
・物流インフラが集積（陸・海・空）

3/2CPs総会
CLOMA資料
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オレフィン類のケミカルリサイクル実証

中間処理
再資源化
（油化CR）

再生材製造 容器製造 商品製造

三菱ケミカル

◼首都圏に油化ケミカルリサイクル設備（廃プラ２万トン処理）を持つ、大手CR２社により異なる廃プラ原料にて実証

ケミカルリサイクル・
ジャパン

ラボと実機にて油化

東洋製罐
大日本印刷
カナオカ リファインバース

日本ポリプロ
日本ポリエチレン

産業系PIR
工場端材廃材

（印刷済みフィルム含む） （未実施）再生材を製造

イメージ画像 イメージ画像
東洋製罐
大日本印刷
カナオカ

食品容器包装材

パイロット設備にて油化ライオン本社ビル
大丸東京
コーププラザ

首都圏環境美化
→進栄化成
（ペレット化）

事業系PCR
①オフィス・店舗

の飲食プラ
②百貨店包材

（未実施）（未実施）（未実施）

https://www.cleanipedia.com/id/kepedulian-
lingkungan/manfaat-sampah-anorganik.html

イメージ画像
ケミカルリサイクルジャパンHPより

2026年4月 実機にて商業運転開始予定

※出光興産子会社

会場投影のみ
スクリーンショット禁止

排出 ・ 回収

3/2CPs総会
CLOMA資料
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◼国の資源循環戦略を具体化する実行部隊◼事業化にあたっての共通課題と必要な取り組み

✓効率的な回収インフラ
✓禁忌物
✓食品残渣

✓異物・印刷インク

✓オレフィン選択
✓禁忌物除去

✓洗浄
✓印刷インク除去

✓経済性（石化由来プラとの値差）
✓マスバランス認証、トレサビ管理
✓再生材需要の予見可能性

中間処理
再資源化
（油化CR）

再生材製造 容器製造 商品製造

【コスト】 工程にかかる価格と消費者が受入可能な価格の整合

【量】 油化向けの廃プラの効率的調達

【質】 油化向けの中間処理技術 ※未実施

※一部実施済み

⚫ 油化ケミカルリサイクルに適した廃プラ原料の効率的調達（質・量・コスト）
⚫ 経済性確保及び規模拡大のための再生材の需要創出（量・適正売価）
⚫ 廃プラ原料の回収から再資源化、利用までの信頼性確保（トレーサビリティ）

課

題

※一部実施済み

排出 ・ 回収

オレフィン類のケミカルリサイクル実証会場投影のみ
スクリーンショット禁止

3/2CPs総会
CLOMA資料
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PETトレイ類のマテリアルリサイクル実証

◼ PETの組成調査： 容器包装プラの2割を占めるPET製容器包装の組成調査による排出実態の把握
◼ アルカリ洗浄： PET食品トレイのリサイクル技術（アルカリフレーク製造）の検証、及びアルカリ易剥離ラベルの剝離性評価
◼ AI選別： 容器包装プラ等に含まれるPET製トレイ、食品ボトル、非食品ボトルのＡＩ選別の可能性の評価

食品トレイ 約40％

非食品用ボトル 約15％

食品ボトル 約15％

〇 IV値の低下なし
△ 少量ラベル残存
△ フレークサイズ不均一

高い選別精度の

可能性を確認

（＞95％）AI-NIR選別機

ラベルの剥離性
評価

会場投影のみ
スクリーンショット禁止

3/2CPs総会
CLOMA資料
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◼国の資源循環戦略を具体化する実行部隊◼ 華興株式会社でのPETアルカリ洗浄、AI選別テストの様子

PETトレイ類のマテリアルリサイクル実証
【華興動画】

【華興動画】

会場投影のみ
スクリーンショット禁止

3/2CPs総会
CLOMA資料

https://onedrive.live.com/?qt=allmyphotos&photosData=%2Fshare%2FDD7D52EBE86C4714%21s0bb9e552ff11415981f7121ed1d8d264%3Fithint%3Dvideo%26e%3D9ojBhZ%26migratedtospo%3Dtrue&cid=DD7D52EBE86C4714&id=DD7D52EBE86C4714%21s0bb9e552ff11415981f7121ed1d8d264&redeem=aHR0cHM6Ly8xZHJ2Lm1zL3YvYy9kZDdkNTJlYmU4NmM0NzE0L0lRQlM1YmtMRWY5WlFZSDNFaDdSMk5Ka0FmRnhwZTNhZENXcklwRTlhTXp5MmpRP2U9OW9qQmha&v=photos
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大都市圏実証 課題と方向性
20260224

地域循環WG
CPs事務局資料

会場投影のみ
スクリーンショット禁止

循環設計ガイドライン
ポジティブリスト
ネガティブリスト（忌避）
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今年度の論点に対する現状の仮説及び残論点
20260224

地域循環WG
実証PM MRI資料

会場投影のみ
スクリーンショット禁止
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政策パッケージ
検討チームの組成

❷ CPs実証・実装 社会実装を目指した取り組みの深化と座組・連携の拡大

❶ 政策パッケージ 日本の供給力強化に向けた政策提言

１）予見可能性のための制度 ・再生材数値目標の早期制度化のシナリオ策定
２）需要の創出に繋がる政策 ・過渡期における時限的な値差支援政策・公共調達

１）取り組みの深化
・効率的な回収ルートの設計
・AI 等のDX技術を活用した高度な選別・前処理の導入
・サプライチェーン全体のコスト構造分析と事業性検証
・循環型容器設計ガイドラインの提案

２）座組・連携の拡大
・PS循環Proj立ち上げ（日清食品HD）→ 農水省連携
・需要側企業の参画（小売り、ブランドオーナー）
・都内デベロッパーとの連携（商用施設・オフィス）
・他業界との連携（自動車、家電、PET業界）
・他プロジェクトの合流（川崎市Proj、日用品ボトルProj）

CPsプラ容器包装WG 2026年度の活動方針
20260312

CPsビジョンWG
CLOMA資料
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CLOMA説明資料の取り扱い

【連絡先】
クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス(CLOMA)事務局 南部博美

E-mail: h-nambu@jemai.or.jp

◼ 二次利用の厳禁

資料に使われている写真素材は、著作権や肖像権などに関わること、
CPs実証に関する資料を含むことにより、二次利用厳禁。

◼ スクリーンショットの禁止

オンライン参加からの資料のスクリーンショット、プリントスクリーンの禁止。

◼ 必ず事前にCLOMA南部まで確認

上記の理由により、本資料の情報や素材を加工したり、二次利用したり
する場合には確認お願いします。また、出展の明記も必須とします。

（CPs会員企業の皆様は、HP掲載のCPs総会資料を参照ください）
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